
輸送盈の増大と，戦後における輪転資材その他の不足によるサ

ー ビ ス低下 と のためて'あっ て， これを図表に示すと 図ーlの と お

りである。

2 気動車列車回数 と通過人民との関係

気illh耶列車は一般客車列車より編成が小さ く ， -fll，1列車当 り

の輸送力が少ないので， 気動車専用線区では列車回数が多いの

が常である。 昭和l元年度の実績(無貨を含む) からつぎの実験式

をj!Jることができる。

y=6+0.015 x 0.' 

ただし最近ではデ ィ ーゼノレ動車で液庄式総括制御法による も

のが漸次:l1"1加l して，編成を大き く するこ と ができるようにな っ

たので， 列車問数も減少する傾向にらる。 l昭和 28 年度の実績

(然貨を含む)からつぎの実験式を得ることができる。

y=3+0.0144 x 0.' 

3 電車列車回数と通過人員 と の関係

'1!1 1Iïは交通量の と くに多い大都市付近にもっとも適する輸送

方式であって， 上述の答率列車， 気動車列11ι とはその性絡をg~

にするものがある。東京， 大阪付近における ， 也事列車回数と

通過人口 との関係を1113和 28 年度の突献 (無貨を含む)から求め

てみると ， つぎの宍験王えを得るこ と ができる。

y=25+0.012 x 0.' 

4 貨物列車回数と通過トン数との関係

旅客輸送においては， 交通量のきわめて少ない線区において

も ， ある限度の列車回数は必要であるが， 貨物紛送においては

これと 越を異にし， 貨物の輸送が少なければ列車回数も極度に

減少するこ と ができる。 したがって貨物列車回数と，通過 ト ソ

数との |剥係は旅客列車のそれと 泉なるものがある。昭和l元年度

の貨物輸送災献からその関係式を求めてみると ， つぎの実験式

を得る。

y=O.029 X '.75 

ま た昭和 27 年度の~絞からはつぎの災験式を得る。

y = O.023 x ,.75 

x = 1 日 平均片道通過 ト ソ数

y = 1 日中における片道列車回数

1113和元年度 図ー2 昭和元年度と 27 年度との貨物列車問数比較
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第 n長 会図平均列車回数(設定列車)

年 度 |附3'1岬 度|旅客列I市制IJ11

IIH 京1 6 年度 26.7 11.5 昭和1 24 年度 22.2 15.1 

11 年度 33.1 12.3 25 年度 24.6 14.8 

1 6 年 度 31.3 17.2 26 年度 25.3 14.9 

2 1 年度 20.3 10.8 27 年度 27.0 16.6 

22 年度 16.6 12.4 28 年度 29.6 16.5 

23 11・ 皮 20.0 13.8 29 年度 31.2 16.5 

(日iì考) 旅1!r列車には電車，気動車を含む.
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第 2 表 |羽il，'\;方式別最大列車回数(昭和 29 ・ 3)

客車 i昆合 電車気1jI動貨物 他その Z十

42 
13138 

170 

43 1 I 38 163 

自

1 :: 1 動 40 155 275 

r.fJ 危 一岩 1 : 1 : 1 |;::| 「 2 1 227
17 I 2 I 229 

;¥¥� 

赤川i 和 | :| ;; | |「 13lm 
式

156 3 I 199 

小企ー小倉 | 下 1 48
七 48 「 4 i m56 1 5 1 116 

立一11 1 : 1 1m 

62 
双 4 1 47 62 

金沢Icll 幡 | 下 25 |IU'I 
19 

;¥¥� 
上 25 20 46 

式 福一井 1: 1 :~ 1 オ 2 i 39
21 1 4 1 40 

千一葉 | 下 凶
上 19

16I412141 
17 I 5 I 2 I 43 

自

!出 1 ~~ 1 3l3146 3 1 3 I 45 

亜h

| 竹 1 1 35束三条加茂
21 1 1 36 

I!fJ 

氷 積一部 μl i 下 1 18 1 5 l8111 
~ 盛上 17 1 6 81 10 1 1 34 

式 判l富一宝償寺 1 : 1 ~~ 1 : 1 II 41 

菊一回 m |;;| In 
数日庄 1: I :~ 1 述 22 

動

新前橋渋川 1 : 1 :: 1 : 1 開
16 2 I 34 

~ 

式 雌-'hl Ilj 1 : I ~~ 1 22 48 

22 49 

字日 能 1:I 53 8i Ii62 
通 53 8 1 4 1 65 

禁 | 佐一回 I: I :~ 1 211813 
44 

2 I 18 I 3 44 

| 下 | 19 20 
~ 品弁沼ー小牛問 上 18 20 39 

式 j 酬一行橋 | 下 1 20 1 16 

! 上 1 20 16 3 I 39 

武政 | 下 | I : I 1:: 1 : 1 嬰 持~ J:l;一五日市 26 上 |

券

三日神 m
11 2 13 

IUI 
11 2 13 

~ 

久留単一木野It
1: 1 

式
2 12 

2 12 




